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調 査 を 終 え て 

 

現在の保健所がどのような状況にあるのか――今回の検討メンバーも、自らが所

属する地域、近隣地域についてはある程度の把握ができていましたが、全国の状況

については十分に把握できていませんでした。そのため、調査票を作成する段階で

も、自らの地域にあてはめて考えると、なぜこんな当たり前のことを聞かなければ

ならないのか、という様々な疑問の声も耳にしました。 

しかし、実際には、保健所という名称を名乗ることもできない地域もありますし、

保健所固有の権限と思われていたことが保健所内では完結しない地域もあります。

また、同じ「保健所」という名称でも、所管している仕事の範囲が様々であり、全

国の保健所は、これほどまでに多様な形に変わってしまっていたことを再認識させ

られました。 

 

今回の調査は年度半ばを越えてからの事業スタートとなり、時間との闘いとなり

ました。調査票が固まったのも年明けであり、そこからの作業も時間的に非常にタ

イトであり、何とか報告書をまとめたという状況です。本来であれば、さらに調査

結果を分析し、突っ込んだ検討を行うべきだったのですが、平成 21 年度中には全て

の作業を終えることはできませんでした。そのような不足部分については、平成 22

年度も継続して検討を進めて参りたいと考えておりますので、ご了承いただきたい

と思います。 

 

調査に関わった多くの方々に改めて感謝いたします。この報告書が今後の地域保

健の推進に寄与することを祈念して、稿を終えさせていただきます。



 

181 

資 料 編 

資 

料 

編 

１．保健所機能アンケート調査（全保健所） 
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２．都道府県アンケート調査 
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３．地域保健に関する実態アンケート調査（市町村） 
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４．保健所の精神保健業務に関する調査 
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